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イギリス綿業マニュファクチュア

の企業構造

綿業企業の歴史的類型但)

堀江英

I まえがき

(155) 

わたしはここで産業革命直前の 18世紀中期 マユュフ rクチュア段階最

終期のイギリ旦綿業マ三ュファクチュアの企業構造を説明することとするが，

マユムブァグチ品 7段階の企業構造を説明するためには，イギリス綿業でな〈

羊毛工業 woollenand worsted industry 壱えらぶべきであるとも考えられ

るのイギリスにとって羊毛工業はマユュファクチュア段階壱代表する伝統的な

「国産」工業であるのに反し，綿業は新しく移植され二次的地位をしめる外来

産業であって，これら 2つの産業の発展過程は対照的である。

綿業はもともとイ y F-の伝統産業であって， ほぽ 12世紀中頃にイタリーに

移植されてヨーロッパ大陸にひろがったが， それは 16世紀中頃大陸からの避

難民によってふるい羊毛工業都市ノーリッチに移されて 16世紀と 17世紀と

の交にようやくリフツレ河以南のラ γヵシャ南部に定着した (Unwm，G.， Introー

duction， In D師団Is，G. W.， The Early English Cott叫 lndust叩， 1920， pp. xxi 

XXll戸。 もちろんラ γヵγ ャ南部にもプレスト y ・ウィガγ ・リずァプーノレ

などの自治都市があったが，当時の綿業はこれらの都市の位置した γ千ノレラン

ド海岸 Cないその東よりのプヲヅクパーン ポノレトンの細長い農村地域にさ

かえ，都市規制をうけることはなかったし， さらに 16世紀末に定着した新興

産業であったために，伝統産業をしばりつけていた織布工諸条例や徒弟条例な

1) ベインズは，嗣業のイタリーへの帯植を 14世紀初期としたが (Baines，E.， Histo叩 υ!fthe 
CoUon M(側協tfactuye，1835， pp. 38-43)，アソウ 4ソの批判以来j 本文の説明が定説となって」、

る。
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どの絶対王政的産業規制もうけなかった。イギリス綿業は，農村工業としての

羊毛工業が苦闘してきた都市規制・産業規制を経験する己となしはじめから

農村工業として自由に発展することができた。

ところで，こうしてラ y カY ャに定着した綿業は，毛織物がイギリ月産の羊

毛を加工した純粋の「国産」であるのに反し，原料を輸入したは、かりでなく，イ

ソドのキャラコやそ月リ γ とはちがっていた。インドの綿織物は経・緯ともに

綿糸をつかった純粋の綿織物であったが， rマ γチェスタ 製品JManchester 

goodsは緯には綿糸，経に多くは麻ときに毛をつかった麻綿または毛綿交織物

であって(さしあたり D田 liels，噌 cit.，pp. 26-29)"1:).ヨーロヅパ人の手工技術で

は強い経糸綿糸をつくることができず，イギリスへのイ Y ド綿布とくにキャラ

コの輸入は増加をつずけた。己れに脅威を感じた羊毛工業者はインド(ベノレシ

ャ・中国〉からの捺染キャラコの輸入を禁止する1700年の法律 (11& 12 William 

!II， C. 10)壱通過させたが， この措置はイ νドから白生地を輸入してロ γ ド

γ で捺染するという新しい方向を発展させただけで， 1718~19 年の 1 年間イソ

ドから輸入されロ Y ドソで捺染されたキャラョ 162万ヤードのうち， 97万が扇

内で消費される有様であった。かれらはそこで， 1721年にー切の捺染キャラコ

壱，それがイ γ Fで捺染されようとイギりスでなされようと，使用し着用する

ことを禁止する法律 (7Geo'ge !， C. 7) を通過させた。 ラYカジャ綿業は 18

世紀はじめにイ γ ド綿布をしめだして園内市場を独占して，イ Y ド綿布にかわ

る代替品産業として発展できるようになった。 さらに， これにさきだっ 1712
"ホ ν

年には捺染麻織物1ヤード当り 3ベγス・捺染キャラコ 1%ベ yスの消費

税 (10Anne， C. 19)， 1714年にはそれを 2倍にし (12Anne. C. 9)，捺染プア

見チア Yは麻織物にいれられたが， 1736年にはファスチア γは麻織物と法定さ

れた (9George II. C. 4)。 マ Yチェスター製品はイギリスで市民権を確立し

2) マ γチェスター製品は，普通にはj フアスチアン fustL回j チエヅク oh勺kとνース リボ
γなどの小巾織物smallwareに分類され，前二者は麻綿交織物で普通の手織機で織られ，小巾
織物ほ杭毛製品，ときには毛または麻と綿と由交織物でオラ γダ織機 Dutch100mで織られた。
オラソダ織機は一時に最大限24本の小巾織物をつ〈れる原始的機慌である。
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た (Wad同 lorth，A. P.， and Mann， J. D. L.， The Cott側 Tradeand Indt川町al

La旬 cashi凧 1600-1780，1931， pp. 132-40 以下 M-Wと略記。なお法的規制の歴史

については Baines，E.， Histoη of Cot仰 1Alanujactu加， 1835.Chap. XIV参照〉。ラ

ンカジャ綿業は 18世紀はじめにその基礎を確立したといえよう。 1700年以降
ポ'" l' 

の発展壱みると 10 ヵ年平均の綿花純輸入量は 1700~1709 年の 115 万封度か

ら1750-59年 281万， 1760-69年 356万， 1770~79 年 480 万s 産業革命がそ

の偉力をあらわしはじめた 1780-89年には実に 1552万に増加し (Mitchell，B 

H.， Abstract of British H~storical Statistics， 1962， pp. 177-8から算出)，マ Y チェ

スターの都市人口も 1717年の 12，500から 1758年の 20，000，1773年の 30，000

に増加した (W-M.p. 312)。

ところで，羊毛工業が中世ョーロヅパ世界にうまれた伝統産業であるとすれ

ば，ラ yカシャ綿業はコロ γ プ旦にはじまる商業革命を刻印された新興産業で

あった。羊毛工業がイギリス産羊毛を原料として発展したのに対し，ラ Yカシ

ャ綿業は麻糸の多くをドイツとアイルラ γ ドから，綿花をはじめはレヴァ γ ト，

のちには西イ y ド諸島とレずァ y トから輸入した。 1750年の綿花の輸入 230

方封度のうち，西イ V ド諸島から 112万 vヴァントから 108万で (Mitchell，

op. cit.， Chap. VII). 西イソド諸島の綿花はリヴァプーノレから， レヴァ Y トのは

ロソドンから輸入された。生産された綿織物は，広く国内市場ばかりでなく，
dγ ド

1759年の輸出 11万務はアイノレラ:/'fl万 3000，ヨーロヅパ 400，アメリカ5万

7000，アフリカ3万 9000にわかれていたが (W-M.p. 146)， さらに大量のイ γ

ド産自生地綿布がロゾドγで捺染されて再輸出され， 1773年の輸出綿・麻製品

265万ヤードのうち，再輸出イ Y ド捺染キャラコはイギリス製品 20万に対して

142万に達していた (W-M.p. 162)。 さらに， イギリスおよびイン Vの綿製品

は，直接酉イプドに輸出されるとともに，アフリカのギネアで交換されそこか

ら輸出された奴隷とともに，西インド諸島で綿花・砂糠・タバコと交換されs

リヴァプーノレは18世紀半にロンドy ・プリストノレをしのいでイギリ λ 最大の奴
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隷商人の港になった (W-M，pp. 227-9)九国内的には比較的自由に発展したヲ

ジカジャ綿業は，新しい世界市場のなかで原料・輸出両面から，航海条例・東

イソド会社・トルコ会社・アフリカ会計てなどの重商主義的貿易=植民政策にま

もられて発展した。ぞれにしても，ラ Yカγ ャ綿業は，さきに述べたように，

世界市場で問題とならないほど小さしイギ y..7.にとっても綿製品の輸出が羊

毛製品をしのいだのはようやく 19世紀初頭になってからである。産業革命が

両者の地位壱逆転させた。

わたしはいままでラ Y カシャ綿業の発展過程壱簡単に説明してきた。それは

18世紀中期には羊毛工業に比較してなお二次的地位をしめる産業であったが，

その直後から産業革命を先導して，羊毛工業にかわってイギリス産業資本主義

を代表する典型的産業になった。イギリス産業資本主義を代表する典型的企業

は綿業工場企業であって，それと比較しそれへの発展壱たどるためには，ラ Y

カジャ綿業をとった方が羊毛工業より主主かに有効である。そればかりでなく，

18世紀中期のラ Y ヵγャ綿業の企業構造は，当時の羊毛工業はいうまでもなく，

産業革命以前の手工的技術にたつ発展した産業一般の企業の極限的構造を代表

しているといえるだろう。 わたしがこれから説明する 18世紀中葉のランカシ

ャ綿業の企業構造は，マニュアアグチュア段階の企業の 1つの類型なのである。

E 生産過程

わたしはここでヲ γ カシャの綿業企業の生産経営を具体的に説明することと

したいが，それにさきだってごく簡単に，ラソカジャ綿業の本来の生産工程壱

説明しておく必要がある。その説明は，実質的には，それぞれの資本主義的家

内労働者群が分担する部分一仁科をあきらかにすることにもなる。

生産工程

綿業の生産一「梶は，大きくわけて，紡績と織布の 2つの工程からなること，

3) ウ アズウァーλ とマンはj ランカシヤ綿業にとっての担融貿易の役割をくりかえし強調してい

る(引用頁のほか， pp. 148-60， 185-6)。
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いうまでもない。

経糸に多〈っかわれた麻糸はアイノレラソドやドイツから輸入されていたの

で，ランカジャではさらに紡績する必要がなしただちに撒布工程にはいる。輸

入棉花はラ Y カジャで紡績されたが，それは打綿=洗綿・硫綿・紡績の 3工程

からなっている。打綿=洗綿工程では，普通糸のときは柳の枝一でたたくだけで

あるが，細糸のときにはさらに洗鴻するか水にしたしたのちに乾燥する。己う

して打綿=洗綿された綿花は簡単な杭綿具 handcard で棟約され，最後に紡

竿にlisLaiI，多くは紡車 spinningwheelでf紡された。紡績のこれらの 3工

程は普通分離されることなく紡績工がすべての工程を担任したが，これらの紡

漬はヲ V カV ャの農工業地域の婦人，被救他民の婦人児童の余暇を利用する副

業として広〈分散していた。 1台の普通織機には 4人の紡績工が必要であり，

飛持 flyshuttleの普及はますますこの比率をたかめて紡績工程の産業革命を

必然化した。

織布工程は準備工程・織布工程・仕上工程からなってし、た。準備工程では，

必要なときには撚糸・合糸して，経糸は壁に固定した釘で整経し，綜統と主主に

通し，緯糸は梓にいれられるように管にまきとる。ファスチア Y やチェヅグの

場合は，織布工が 1人の補助工の助けをかりて論議時ったが，この手酬

ははじめ全部または大部分織布工自身が組立てたほど簡単なもので，せいぜい

6 ~12S/リングしかしなかった。だが，織物が複雑多様になると，競の交換が

必要になり多くの震を用意しなければならなくなれ さらにケイ John Kay 

の飛持が持箱運動の改良によって 1760年頃羊毛工業から綿業に普及すると，

手織機そのものも高価なものになってくる。 小巾織物は最高 24本を 1時に織

れる原始的機械であるオラ Yダ織機 Dutch100mで織られ，この織機は比較

的たかかった。準備工程と織布上程はもともと織布工が兼営し統ーしていた。
フャ〆ν

最後の仕上工程は漂白‘染色・艶出などの諸工程からなり，広義の織布工程

の一部であるが，それらはそれぞれ別個のグループをなす漂白工 whitsteror 

bleacher，染色工 dyer，艶出工 calendererに上って分担されていた。仕上
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工程壱分担するこれらの仕上業者はほとんどすべてマソチェスターに集中して

いて，それがマンチェスタ←壱ラ yカジャ綿業の取引中心地たらしめた重要な

原因となっていた。

こうしてランカ、ンャ綿業の生産工程はもともとは紡績工・織布工・いろいろ

の仕上工によって分担されていたが，ここでし、う紡績工・織布工・仕上工はそ

のままマニュファクチ=アの賃銀労働者を意味するのでなくて，すぐあとで述

へる製造業者 manufacturerから手間賃をうけてかれのために自分の家庭また

は作業場で働く家庭副業者(紡績工)または手工莱親方〔織布工・仕上工〉を意

味している。家庭副業者としての紡績工は別として，織布工・仕上工のような

手工業親方のもとには，さらにかれらの家族とともに職人・徒弟が働いていた

のである。いままで述ベてきたような手工的技術のもとでは，ラ y カシャ綿業

はこうしてラソヵ、ノャ間部地域に広〈分散している小規模な手工業から構成さ

れぎるをえなか η たのであり，その発展はこうした分散的で小規模な手工業者

を隷属させてかれらが分担した部分で稗壱統一する製造業者の発展としてあら

われてくる。

製造 業者

「製造業者Jの内容はすくあとで述べることとして， 1772年の『マンチ z ス

タ一人名録jM側 chester-Dzrectoryによれば，マ γチェスター・サノレフォード

の製品別「製造業者」はつぎの通りである一一

fusti剖 1 check 

manufacturcr 55 manufacturer 45 

check and fushan 

manufacturer 12 

55 67 

smallware 

manutacturer 37 

smallware and fustian 

manufacturer 5 

smallware and thread 

manufacturer 

smal1ware manufac 

turer and hatter 1 

Sl11allware III出 luiac-

turer and hosier 1 

45 
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マジチェスター・サノレフォードの製造業者総数 167名，うちファスチ7'/製造

業者は兼業 17を加えて72名で半数にちか(.また次第に増加しつつあったが，

小巾織物製造業者は最も少く衰類傾向がつよかった。ところで，マγ チェ月タ

ー・サノレフォードの製造業者のほかに，マYチェスターに倉庫 warehouse壱

もつ農村製造業者は

fustian 77， check 26. miscel1aneous 12 

で，ここではファスチア Y製造業者が圧倒的に多い。~'/チェスターに倉庫を

もっ農村製造業者はポノレト Yの商・ウィガンの東のマ Yチェ旦夕一周辺の製造

業者にかぎられてb、c.その外側の地域をふくんでいないので，ラ y カV ャ綿業

全体の製造業者の総数はこれより迄かに多かヮたことはたしかである (Dan1els，

Thc. Early E吋 lishCotton Ind山町タ， pp. 67_9; Wadsworth and Mann， The Cotton 

Tヤ“d，側 dlndust円 alL酬 C町 htre，pp. 254-60参照)ー

ここでし寸製造業者が生産の組織者でなければならないこというまでもない

が，生産の組織者としての製造業者は 2つの側面をもっている。一方で，かれ

はさ曹に述べた生産工程を分担する紡績工・織布工に順番にそれぞれの原料壱

支給して賃加工させて製品を完成したのであって，そうした側面からの製造

業者は商人製造業者 merchant-manufactureror merchant-eroployerまたは

製造問屋 putter-out とよびならわされている。同時に他方では，かれは生産

用具を自分の作業場に集中し賃銀労働者をそこに結集して，生産過程を直接に

編成したが，この側面からの製造業者はいうまでもなくマエュファクチュア経

営者である。 18世紀中期のいわゆる製造業者はこれらの 2つの側面を複雑にか

らまりあわせている生産の組織者であって，わたしはそうした製造業者の歴史

的な成立過程壱簡単に説明して，かれらの具体的な姿をえがきだすこととした

いとおもう。

さて，ヲ γ カジャに綿業が定着した17世紀前半にはファスチア Y・ディーフ

- fustian dealer とよばれるものがあらわれたが，このディーラーは麻糸と

綿花を調達し，多くは織布工に 3~6 拘月の信用で売る。こうした原料を信用



8 (162) 第96巻第3号

買する織布工には，俵単位で卸買するものと俵の何分の 1かを小売するものと

があって，前者はファスチア γ ・メーカー fustianmaker，後者はファ見チア

y ・ウィーヴァー fustianweaverとよばれた。後者は家族または近隣のもの

に績がせ織布したが，前者はそのほかに周辺の織布工におらせる小農村雇傭者

small country employerであったが，これら 2つの織布工は，こうして織っ

た製品壱ポノレト γ市場でまたディーラーにうってディーラ から信用をうけた

原料代を支払った (W-M，pp. 29-39，とくに p.3乃。ところが， 17世紀も末になり

綿業が発展してくると，前期のディーラーにかわってり不ソ・ドレーパー linen

draper があらわれ， ドνーパーは， 一方では以前にまして紡績工， 織布工

(前期の fusLianw巴aver)に原料壱支給して賃加工させたばかりでなく， 他

方では農村製造業者 countrymanufacturer (前期の fu::;.tianmaker)から綿

布を買い， Iそれと交換にJhy way of exchange 原料である麻糸と綿花を

支給した。 農村製造業者は自ら生産するとともに， さらに紡績工・織布工を

支配して，農村におけるドレーパー支配の仲介者・代理者となった (W_M，pp 

72-91)。 ディーラーからドレーパーへの変化は原料の信用売から製品との「交

換」での原料支給への発展であり，紡績工とくに織布工の主配の強化ではある

が (νーュν 『ロシアにおける資本主義の発展.1， ~レーニン全集』第 3 巻， 376-77頁)，

その支配はなお売買または交換としづ形式を通じてであり，独立自営の手工業

者との取引としづ外形をとどめている。さきに述べたように， 18世紀になると，

ラγ カV ャ綿業は V ッカリとその基礎を確立するのであるが，それとともに，旧

来の農村製造業者が前期のリネ Y ・ドレーパ を排除しドレーパーの仲介的地

位を脱して独立の製造業者とよばれるようになれ紡績工，織布工(織布工親方

master weaver とよばれる〕めに原料号支給して賃加工させ，こうしてできた

未仕上織物を仕上業者にだして仕上げさせた。 こうして 18世紀の製造業者

4) 大塚久雄民は I その論文「問屋制度の近代的形態」のなかでj ウァズウアースとマゾの著書に
依拠して この皿asterweaverを「農村の織元」型小産業資木宗と解0，ランカνャ肺業を
民の費好する羊毛工業におけるヨークシャ型生産形態にひきなおそうとしているが(穴埋久雄
『近代資本主義の系譜Jl114-5頁) ウァズウ 7ースムマγは， a; è Jil:封~::- .それを資本主義的家
内労働者とみている。
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ははじめて独立の手工業者を資本主義的家内労働者に編成替して，ラソカジャ

綿業全体をおさえる文字通りの「商人製造業者」となった (W-M，Cloap. XIII)o 

"7yチェスター周辺の農村製造業者は農村で織物を製造し，マ Y チェスターの

仕上工に加工させ，最後の仕上業者である艶出工 calendererの 1室壱かりて

倉庫としてそれを保管し，その艶出工を代理商としてうりだすものが多かった

，(W-M，p. 253)。こうした多くの製造業者のなかには， 1736年ブラックバ-y

地域で 6日O台の織機と 3，000人の織布工壱支配した 2人の兄弟， 1750年頃 5，000

人を支配したウォリソト γの帆布製造業者， 1737年頃 100台以上のオランダ織

機を組織した小巾織物製造業者のような巨大なのがでてきた (W-M，p.211)九

とうして 18世紀中期の製造業者は社会的系譜からいえば前期の農村製造業

者から上昇したものが多し、から，かれらがその生産経営のなかに自らの織布マ

ニュアアグチュアを内包しているだろうと推測されるが， その実例はほとん

ど見あたらない。 ティー γ の巨大な小巾織物製造業者フィリップス商会 J

and N. Philips and Co は 18世紀中頃は少数の織機を自分の作業場に集中

してし、たが， 織機の大部分は周辺農村の織布工の聞に分散され， ほぽ 50年後

にはティー y周辺 300台， チードノレ 120台， キングスリー 50台と分散し，全

体で 2，000~3 ，000 人をつかっていた (W-M， p. 291)。製造業者のマエュファグ

チコア化は織布工程そのものでなく本来の織布工程の前後の工程 準備工程

と仕主工程からおこった。その理由は 2つある。第 1は技術的理由であって，

すでに準備された原糸たとえば整経した経糸を織布工にわたしそれを製造業者

が自分で仕上げるならば，たとえ織布工程を織布工にまかすとしても，製造業

5) ウァズウアース正マゾの著書の紹介である中川敬 郎「イギリス産業資本の展開J高橋幸八郎
編著『近代資本主義の成立Jl1950年所収参照。
なお乎ャップマソは， 18世杷の大部分の織布工もなお独立自曹の織布工とみているが(Chapmao，

J.， The L帥 cash活向 CottonIndustry， 1904， p. 12).ダニエノレス ウ7ズウアースとマγは17
世紀前半すでに融布工は商人製造業者の賀本主義的家内労働者であったとみる (Daniels，G 
W.， The Ea'l'ly E吋 liskCotto錦 lnd削 tγy，1920， p. 36)。わたしはここでは商人製造業の成立
過程を段階的晶程とみたn

イギリス羊毛工業ではJ 車部とくに西部地域の「商人製造業者」型織元とヨーグシャ西部の独
立自営型輔元左が対照的形態をなしていたが (Mantoux，P.， The lndustrial Revolution， 1928. 
邦訳「産業革命J63頁)，ランカジャ綿業はヨークシャ型で栓〈酉部型にもかい。
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者は計画にちかい比較的規格の統一した織物を生産することができる。第2は

経済的理由であって，のちに述べるように国内市場が拡がり道路が改良され運

河がつくられるようになって運送が便利になると， 18世組中頃にはこれまでの

現物売買にかわって見本取引がおこなわれるようになるが，こうした見本取引

は製品規格の統ーを前提するとともにそれを強制することとなる。こうして，

小規模な製造業者でさえも，自分の屋敷に経糸の撚糸場 twistingmil1 e整経

場 warping:millをそなえ，大規模なチェヅグ製造業者はいくつもの整経室を

もっにいたった (W-M，pp. 275一向。さらにマ γチェスターの製造莱者とくに大

規模な製造業者は艶出場 calender house をつくって自分の作業場で仕上げ

た (W-M，pp. 254-55， 250)。 さきにふれたフィリップス商会もちかくに漂白場

bleachworks と染色場 dyeworksをそなえて，小巾織物を仕上げたくW-M，

p. 291)。こうして製造業者は仕上工程と準備工程でマ三ュファクチュア経営者

になるにいたった。

いままで説明してきた製造業者における商人製造業者としての側面とマニ品

ファクチ L ア正しての側面Eの具体的な結合関係をわたしたちに示してくれ

るのは， 1781~95 年とくに 1790 年までのサムウェノレ・オノレドノウ Samuel 

Oldknow (1756ー1828)のモスりソ企業であるo もっとも，オノレドノウは，は

じめア クライトの水車紡績工場から経糸を，近隣の小さなジ z ニーまたはミ

ューノレ紡績業者に原綿を支給して緯糸を調達してキャラコを生産したが， ミュ

ーノレ紡績機の普及とともに 1782年から経・緯ともにミューノレ糸をつかうそス

リγ生産に転じてイギリス最大のそスリ Y製造業者になったのであるから，そ

こには紡績革命が前提されていて，純粋なマニみファグチーア段階の企業では

ない。それにもかかわらず，オノレドノウのそスリ Y 企業は織布工程におけるマニ

ュファクチュア段階の両側面の結合関係をよくあらわしている。オノレドノウの

そスリソ生監はア Yダート γとストググポートで展開され，最盛期には月 3，000

匹に達したが，かれは原料を織布工に支給して賃織させ，仕上工に仕上げさせ

た。その当時，かれはドロー・ノレーム draw 100m，主主，ギヤ，綜統を所有し
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ていて賃料をとって織布工に貸しだしたが， かれは 20人前後の労働者をつか

って自分の作業場で整経壱し綜杭を編み筏を製造修繕したにすぎなかった。最

盛期の織布工(賃機) 500人・ 750台に比較して， これはいかにも小さなマニ

ュプアクチュアであった。ところが，モスリ γ製造業の発展とともに，オノレド

ノオは 1785~86年にストックポートに漂白・捺染工場をつくれ 1791 年にはそ

こに漂白工47人〈うち女 15人).捺染工 37人〈うち女2人).そのほか染色設備

2・仕上室 1で働く労働者治すいたが， さらに 1787 年には整経設備 (13~29台，

1台につき男工1人).糊付・仕上設備〔職長1人と少女81人〉をつくり，翌 1888

年には 9台の糸繰設備をそなえた。こうしてオルドノウのそ月リ γ 企業は準

備と仕上の 2工程を自己作業場化して 100人以上の労働者を雇傭したが，紡

績上程は 1790年九トヅクポートにミューノレ工場を設立するまで， 織布工程は

1795年モスリン製造をやめて紡績工一本になるまで， 自己作業場化されない

で，商人製造業者としての経営をつずけた (UnWIll，G.， Sa附 叫 Oldkn叩 Jα吋品e

Arkω円 ght.s， 1924， Chaps. 1，3.7とくにウ)0

こうしてファスヰア Y ・ディーヲー→リネ y. ドレーパー→製造業者という

製造業者の成立過程は，一方では独立自営の手工業者から原料と製品の市場を

illb断し原料所有を収奪して資本主義的家内労働者におとし，かれらを支配する

ことによって製造業者としての生産経営壱発展させることでありペ他方では準

備と仕上との 2つの工程壱自己作業場化して資本主義的家内労働組織のなかで

製造業者の欲する品質の保障と規格の統一を実現することであった。製造業者

の生産経蛍は，マニ品ファクチュア経営を小さな核とする老大な資本主義的家

内労働者の「外業部J支配であるということができる。ところで，自己のマニ

ュファグチュア経営では，製造業者はすべての生産手段を所有し，そこで働く

労働者を賃銀労働者として雇傭し，そうすることによって自らの生産過程を直

接に管理し口、るが，紡績・織布などの資本主義的家内労働組織では異る。資

6) 製造業者の織布工との聞の原料支給ー製品受入の具体的姿については Unwin.G.， Sam制 i

Qldknvωand th.e Arkwrights， 1924. pp. 46-48参照。なおジνジア麻織物工業についてのハウ
プトマンの戯曲「織匡」は;ある程度までj ヲシカシャ綿業にもあてはまるだろう。
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本主義的家内労働者はs なお原則として，自らの作業場と主要な労働手段(生

産周具〕と光熱などの補助材料壱所有して， 製造業者からはなれて独立した生

産をつずけており，ここでの製造業者の生産経営は，原料を支給し手間賃を払

っていわば「外から」資本主義的家内労働者を組織することであって.かれら

の生産そのもののなかには貫徹しない。製造業者がこれらの家内労働者に支払

う手間賃も，かれらの賃銀ばかりでなく，少くとも理論的には，作業場・生産

用具の損料と補助原料代とをふくんでいる o 製造業者の資本主義的家内労働者

支配は，なお多分に自律的な「手工業者」の外部からの支配である。マエュア

アグチュアはなお ιうした手エ業的小生産を絶滅して自らの生産経蛍のうちに

内包できるだけの生産力的基礎をもっていなかったのである T30 製造業者のマ

ユュファクチュア経営の内部構造告示す史料がないので，わたしは乙こでは資

本主義的家内労働者について説明することとする υ

織布工親方

製造業者の生産経営に編成されてい呂資本主義的家内労働者には，紡績工・

織布工・いろいろの仕上工があるが，そのうち紡績工は農家その他の，さらに

は被救岨民の婦女子の広く分散した家庭副業であって，手工業的技術に立脚し

ていても，手工業者または手工業親方とよばれるような性質のものではない。

織布工・仕上主は，たとえそれが副業であっても，手工業組織をそなえた一応

の手工業親方であれ織布工は織布工親方 masterwea verとよびならわされ

ている。ただ仕上工は多くの製造業者の仕事をひきうけ製造業者からの独立度

がたかいのに反し，織布工は一時には lつまたは 2つぐらいの製造業者の手間

賃仕事をしているのが普通であり，製造業者による支配は透かにつよい。わた

しはここでは織布工親方をとりあげることにする。

7) こうした結合関係はj マルクスの『資本論』では，論理段階の進行に応じて 2段に分解された
ままにおわっている。まずその第1部第四章「分業とマエュフ 7ヲチュア」では， マユュファ
クチュアだけが抽象されて理論化され.第3部第20章「商人資本に関する歴史的考察」では資
本主義的家内労働組織の形成だけが説明されている。 νーユンの『ロシアにおける資本主義の尭
展』のなかの第6章「資本主義的マニュファタチュアと資本主義的家内労働」のなかで，両者は
同一経済現象の2つの側面としてI 統的に説明される。〈わしくは拙著『改訂産業資本主義の
構造理論』昭和 37年参照。
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1751 年 4~5 月の調査によると， マヅチェスター・サノレフォードの織機総数

4，674台のうち稼動織機 4，513・休機 161，稼動織機のうちオラ γ ダ織機 1，416・

普通織機 3，097である。オラソタ織機はマ Yチェスターにかぎられていたので

あるが，ファスチアンやチェックを織る普通織機はマンチェスターよりも農村

地域に広〈拡散し，マ Y チェスターにはその一部が集っていたにすぎないこと

になもこれらの織機が織布工の聞に分布した己主になるが，この規模別分布

壱直接知る史料はない。 このときの調査委員会での証人の証言から， 本人・

父・兄弟・夫・雇主ときには知人がその生涯で最も多くの織機をもっていたと

きの台数を知ることができるのて，ぞれ壱利用「ることとする。もっとも，そ

れはある特定時の規模を示すのでなしその人の生涯での最大所有織機台数を

市しているので，かなり過大評価されていることになる。普通広巾織機 1 台 I~

っき補助工1人をあわせ 2人が必要なので，常識的にこれを基準にして， l~ 

z台家族経営 3ι5台家族労働を中心とし職人・徒弟巷っかう小親方経営，

6台以上マ 2 ムファグチュア経営とすれば，つぎのようになる (W-M， pp. 293 

_4)←一一

家族経営 小親方経営 マニ~プ営ァク
チュア桂 言十

DuLch 100皿 wc乱ve， 17戸27角 18戸 67台 14戸112台 49戸206台

linen and ch巴ckweaver 27 40 25 82 1 6 53 128 

計 44 67 43 149 15 118 102 334 

さきに述ベたように， オラ γ ダ織機は一時に 24本の小巾織物を織れる原始

的機械であり，小巾織物部門ではすでにマエーファクチュア経営が織機総数

の過半を集積して織布工企業 undertaker とよばれるにいたっていた (W-M，

pp. 285-6)。 ここでは，一方では，織布技術がかなりの熟練を必要としたため

に，徒弟→職人→〔織布工〕親方という手工業的秩序が親方家族壱のぞいて維

持されたが，他方ではすでにマ Z ュファクチュ 7段階に達してたれでも親方に

なれるとし寸時代がすぎ，親方になれない職人層が相当増加して，近代的賃銀

労働者層がふえつつあった (W-M，pp. 329-33)。 こうして 1756年には職人層
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の組合は，一時に 6人以上の徒弟をもっ織布工企業がふえたので，徒弟を 3人に

制限し，組合員章 unioncardをもっ職人だけに雇傭号制限しようとした (W-M，

p. 286)。

これに対して，プァスチア γ やチヱヅクの部門では，小親方経営が支配的で

あるようにみえるが， オノレドノウの 1786~87 年の受入帳では， 家族経営 261

戸 329台，小親方経営 36戸 102台，マエュファクチ斗 7経営3戸 19台となって

いて (Unwm.op 叫， p. 112)，家族経営が圧倒的に多し、。これはオノレドノウが農

村織布工を組織してし、ること，産業革命の進行が織布部門で小規模な織布工を

つくりだしつつあることをしめ「の Cあろう。ここでも，徒弟を経験した親万

もないではないが，家族から学んだものとか不規則な修練しかしなかった親方

が圧倒的に多ししかも現在職人として働いているもの・職人を経験したこと

のある親方は全くし、ない (W-M，pp. 333 37)。この部門では，織布技術の熟練度

が低ししかも容易に親方として独立できたために，徒弟→職人→親方とし、う

手工業的秩序はすでに崩れさっていた。ラ γ カV ャ地域には，そして綿業には

徒弟条例jは適用されなかったのである。

いま述べたのは織布工が生涯で最大規模に達したときの織機台数であるが，

かれらの生涯を通じての所有織機数の変動には一定のリズムがある。ある小巾

織布工は.10歳から 8年間徒弟奉公，さらに 8年間職人生活壱して， 26歳で結

婚して親方となったが， その後初年間自分と徒弟とで 5台の議機をうこごかし

て. 56歳以後は老令と子供の独立とで 1台の織機になった。あるリネ γ織布工

は， 父の家で 1台の織機をうごかして 29歳で結婚・独立， 以後 2~3 台壱動

かしたが.58歳以後l台， そして 68歳後完全に没落。あるチェック織布工は

19歳の 1687 年から 1751 年まで息子と徒弟で 3~4~5 台の織機壱うごかした

が. 83歳で廃業して 10分の l税もはらえなかった (W-M，pp. 326-7)。一般的

にいって，徒弟としてまたは家族から技術を修練じ結婚とともに親方になった

織布工は，家族労働力がふえるにしたがって徒弟とともに織機をふやして小親

方経営または.-.(':':"ュプアグチュア経首に上昇し，やがて子供たちが独立して家
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をでるにしたがって規模を縮小してゆくというように，織布工親方の規模は家

族労働力の変動とともに増減している。

とうして製造業者の生産経営にとって労働力としての役割をはたした織布工

親方は，かれらが製造業者から分離した手工業生産者として，家族労働力とと

もに徒弟・職人などの他人労働力を雇傭して，小親方経営さらにはマニュアァ

クチュア経営へと小資本主義経営へと昇進するものもあった。製造業者のため

に働く資本主義的家内労働者たる織布工がさらに他人労働力を雇傭する小資本

主義的経営者であるという二重構造がみられる。だが，織布工親方の雇傭する

徒弟・職人のうち親ノヨになるものが多いというように，そこにはなお手工業的

秩序が適用しているし，また織布工親方の規模そのものが家族労働力とともに

変動するというように，織布工親方のなかの資本主義的諸関係も安定しないで

流動をくりかえしている。

E 流通過程 I

製造業者はし、ままで述べてきたような意味での生産の組織者であるが，かれ

が生産を組織できたのは，のちの工場企業者のように生産工程そのものを独占

しているというよりも，むしろ原料壱調達し製品を販売し，そのことによって

生産者にとって必要かくことのできない原料を所有しそれを自由にすることが

できるからである。かれは原料を調達し製品を販売する「商人」であるからこ

そ，製造業者であったのである。ファスチ7'/・ディーラー， リネ γ ・ドレー

パー，商人製造業者 merchant-manufacturerとL、う商人を意味する言葉が製

造業者をあらわしているのもこのためである。企業が内包する生産過程と流通

過程との相対的比重は，マユュファクチュア企業と工場企業とでは，逆転する。

これは手工業的技術の時代には当然である。その当時には，労働力の比重が生

産手段に優越し，生産手段のうちでは原材料などの労働対象の比重が生産用具

などの労働手段にはるかに優越するo そこでまず原材料など，ここでは綿花と

麻糸の労働対象が生産者から分離して資本に転化l"ついで労働手段が生産者
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から収奪されて資本に転化する。原料支配が製造業者の生産経営の基本的前提

なのである。

原料調達

以前には製造業者はロ γ ドンやリヴァプーノレで直接に綿花や麻糸を調達し，

一部は自分の製造にまわレ残りを他の製造業者にうっていて，製造業者は同時

に原料商人であ。た。ところが，ラ γ カジャ綿業が発展するとともに，ロ Y ド

Y やリヴァプーノレの輸入商から綿花や麻糸をかし、とって製造業者に販売する原

料商人が急増して，製造業者は製造一本に専念することになる。 rマ γ チェス

ター人名録』によると， こうした原料商めは 1772年 27名・ 1773年 34名から

1781年 38名・ 1788年 55名に急増しているが， そのうち製造業をかねるもの

は 1772年の 5名から 1788年には零になコている (Wo.ds帆 >rthand Mann， ThIJ 

Co的 nTrade and lndust'l'1:al T州 cruhi1'e，pp. 234， 257)。綿花については，原料商

はロンドンやリヴァプーノレの輸入商から買いつけた綿花を普通 6ヵ月の信用で

製造業者にうれ ドイツやアイノレランドから輸A した麻糸については，多くは

外国出身の輸入商が，直接ロ Y ド:/1こ買いっけにくる製造業者か，ラソカジャ

においてある代理商か原料商を通じて売ったが，その条件は大陸糸12ヵ月，ア

イノレランド糸はもう少し短い信用売であった (W-M，pp. 235-6)。 こうして製

造業者は相当ながい間原料を信用でっかうことができた。

ところで，さきにふれたように，綿花ははじめレヴァントから，のちに西イ

γ ド諸島から輸入され，輸入港は前者はロ Y ド:/，後者はリヴァプールであっ

たが， 1753年のイギリス綿花輸入量 8，709Ji俵のうち実に 5，450俵がリヴァプ

ーノレ経由であって， 18世紀中期にはリヴァプーノレはイギリス最大の綿花輸入港

になっていた (W-M，p. 188)。 だが， リヴァプーノレで綿花を輸入したのはいろ

いろの植民地商品とともに綿花を少量づっ輸入する一般輸入商であって綿花輪

8) ここで原料商とし、うのは. 1773年についてみると cottonmerchaIlt 6 (うち L唱はロ γ

ドン卸商)， yarn merchant 19 (うち正名はりネン ドレーパー)， yarn and cotton mer 
chant 4. dealer in cotton weft 2. ほかに woolstapler3 である (W-M，op. cit.. P 
257)。
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入専門商 Liverpoolcotton merchant and brokerがあらわれたのは産業革

命が進行をはじめる 18世紀の最後の 4半世紀以後のことであった (W-M，P 

232)。

製品販売

製造業者がつくった綿製品は，さきに述ベたように?'/チェスターを通じ

て各地に販売されたが，ここでは原料調達とちがって，製造業者から綿布卸簡

は分離していなかった。 ラドグリプ WilliamRadcli宜 は 18世紀末に「大尚

人はほとんど例外なく製造業者であったJ (Origin of Power Loorn Weaving，. 

1829， p. 131， W-M， p. 250から引用)といってし、るし， 1773午の 『子 γチェス

タ 人名録』にはわずか 8人の「商人」がかかげられへ そのうち 2人は外国人

であった (WM， pp， 250-1)。 製造業者白身が綿布を卸売したのであって，

1760~70 年代になってはじめて専門の輸出商 Manchester shipping mer 

chantがあらわれた (W-M，p， 237)。

リずァプーノレや北方諸港のー般輸出商も製品を輸出したが，マ Y チェコぇター

製品の大部分はロ γ ドγ におくられ，内需と輸出にまわされた。製造業者はそ

こで自分のパートナー・代理商またはロ Y ドソ卸商 London warehouseman 

を通じて販売したが，とくにロ Y ドY卸商は輸出・内需双方の卸商人とじて重要

な役割をはたした (W-M， pp， 236-7)。ポノレト γ のエスグリヅク HenryEscricke 

(1684-1743) の 1738~41 年の記録をみると， かれはロンド y卸商から 6ヵ

月の信用で綿花を買い，一方でそれをファスチァ γに製造するとともに，他方

ではポノレト Y地区のファスチア y ・メーカーから一部分現金と短期の手形で，

一部分原綿と交換で，製品を買い集めて，それを 3ヵ月の信用でロ γ ドンに売

っていた (W-M，pp， 261宜とくに 262)。こうして製造業者は普通 6ヵ月の信用

をう付て原料商から綿花を買い 3ヵ月の信用をあたえてロ γ ドンに製品を売

9) ウ7ズウアースとマンの著書の 254頁では「商人」は9名になっているが 258 J(の表示では
8名になっている。ここでは後者にしたがっておしなお， 1773年の製品取扱商人には，このほ
かに， dealer by commission 32， traveller by commission 6がし、た (W-M，op. cit.， p 
258)。前者には，さきに述へた農村製造業者が倉庫をおいた艶出工などがふ〈まれるだろうし，
後者には後述する注文取り rider-outなどがふくまれているのであろう。
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っていた。

ところで，園内市場むきの販売については17世紀以来もう 1つのノレートがあ

って，それがロ γ ドγ経路にかわって発展してし、った。そのノレートというのは

マンチェスター商人 Manchestermen とよばれる卸売行商人であって，かれ

週市とくに大市らは製造業者から信用買した製品を荷馬につけ隊商をくんで，

を廻って信用であろしたが，行商人がさらにそれを村々の家々に売って歩き，

こうしてマンチェ λ ター製品はイギリスの隅々までゆきわたることになった。

ところが， 18世紀にはいるとともに，有料道路 turnpikeroadがつぎつぎと

開通し，河川!と運河が開削されると，運賃をとって荷物をはこぶ専門の運送業

者があらわれてきた。 1772年のマソチ x スターから各地への定期運送業者数は

2
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水 路

Manchester-Liverpool 

Manchester-W arrington 

Warrington-Liverpool 

こうした陸路・水路の運送の発展は週市とくに年市での現物取引を衰頚させ，

製造業者は馬にのコた注文取り rider-out

に見本をもたせて各地に派遣して注文をとらせ，

己れにかわって 18世紀中頃には，

あとから運送業者に現物をと

こうして見本取引が現物取引にとってかわるようにな

Daniels， op. cit.， pp. 61-5)。った (W-M，pp. 196-240; 

どけさせるようになり，
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信用関係

ヲγ カV ャ綿業では，賃銀・手間賃とか小額の支払のほかのすべての取引は，

すでに述べたように，信用の授受によっておこなわれていた。

製造業者は，一方ではロ γ ドy.りヴァプール・マゲチェスターなどの原料

商から原料の掛買をしてかなり長期の信用をうけ，他方でロンドVやPヴァプ

ールの貿易商や卸売商に製品を延売してヨリ短期の信用をあたえている。そこ

で，製造業者は将来入手できる製品販売代金をあ Cにして手形を振出し，この

手形で原料商に原料代を決済することとなるが， ヲンカシャではこうした手形

決済が増加して，製造業者や商人のなかにはこの手形割引を営業とするものが

あらわれてきた。マ Yチェスターの東北のロヅチデーノレの織元は，かれが宅織

物を売った商人からロソドゾあての手形をうけとり，それをミドルト Y の織元

に害問|し、てもらっていたが 3年たらずの聞に割引手形総額は 7，600萌壱こえ

たといわれる (W-M，p. 96)。 大きな製造業者がロソドソのマーチャ νト/'

Yカ や銀行業者あてに振出した手形は銀行券とおなじように流通し (W-M，

p. 249)，さきのミドルト γの織元は毛織物製造とともに手形割引業務をいとな

なんでいたわけである。

ところで，さきに述ベたラ γカデャの製造業者の取引はリヴァプール，とく

にロ γ ドy との頻繁な送金関係をつくりだし，ロ γ ドYは国内金融の中心地で

あったが，製造業者のなかにはこうした為替業務を営むものもできてきた。ポ

ノレトソのマースデ y Thomas Marsdenは， ランカシャで原料販売・製造・製

品販売をいとなむリネン・ドレーパーであったが，ラ y カシャで地代・租税な

どを預ってその現金で手形を割引いたばかりでなく，ロ Y ドγ への送金手形

をとりあっかい， 1688年4月にさきだっ 3年間にロ Yドγ のかれの宿の支払

総額 53，741磁のうち実に 51，736紛が為替手形の支払にあてられた (W-M，

pp. 91一向。 1771年にマンチェスター最初の銀行ピローム・シジウィック・ァ

レン・プレス銀行 Bankof Byrom， Sedgwick， Allen and Place，翌年には

クョ y ・ジョー γズ商会 JoneJones and Co ができたが，前者の設立者 4
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人のうち 1人はすぐあとで製粉工場・紡績工場に参加したチェッグ製造業者で

あり，後者は「銀行家および茶商人」であったくW-M，p， 248)。

さきにふれたように，エスクリゲグは，原料と交換に，また現金と短期の約

束手形で，周辺のファスチアγ.メーカーから製品を買いあつめたが，ラ Yカジ

ャの大きな製造業者はこうした約束手形で小額の支払をした。当時は小額の紙

幣がなく，パーミ yガム金物工業の一部門にまでなった多額の私鋳鋳貨 token

moneyを加えても，膨脹する経済が必要とする鋳貨量にたらないことが多し

1773年の鋳貨不足のときラ Y カシャとョーグ V ャの大きな製造業者は賃銀と

加工賃の支払にこの約束手形 makersnoteを振出した (W-M，p， 401)。 オノレ

ドノヴは 20年後の 1793年にメラーのかれの紡績工場の賃銀支払にこの約束手

形，hυp-Ilute を大規模につかった(U

pp， l76-93)。資本主義的家内労働者や賃銀労働者はこの小額手形で小売庖から

必要品を買い， 小売庖はそれが1O~，15 務になると，振出人に呈示してロ γ ド

ジあて手形とひきかえてもらった。

w むすび

18世紀中期ラ Y カシャの綿業マエュファグチュア企業の全体構造は，準備さ

らには仕上工程のマニュファクチェアを中核とする紡績工・織布工・仕上工の

資本主義的家内労働者から構成される二重構造である。製造業者の資本は-<

エュファグチュアについてはすべての生産手段と雇傭労働力との価値をふくむ

が，資本主義的家内労働組織については主要原料などの労働対象の価値と手間

賃をふくむだけであり，しかも資本主義的家内労働の比重が量的にはマニュフ

アグチュアを遥かに優越している。従って製造業者の資本構成はほとんどきわ

めて回転のはやい流動資本からなっており，資本主義的家内労働者への仕事を

増減することによって製造業者にほとんど犠牲なくして容易にその規模を増減

することができる。しかもほとんど流動資本からなる製造業者の資本の回転を

ますますはやめるための流通組織も信用組織も， 18世紀中期には原初的ながら
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整備されてきた。全体構造としてのマユ品プノグチュア企業は商業資本的色彩

がなお濃厚である。

全体構造としての7 ヱェファグチュア企業は，製造業者とマニみプアグチュ

ア労働者といういわばマニュファクチみア的関係と製造業者と資本主義的家内

労働者および，資本主義的家内労働組織における親方と労働者といういわば資

本主義的家内労働関係という二重の関係からなっている。そして製造業者と資

本主義的家内労働親方と 7 エェプァクチ ι ア労働者・親方のもとで働く労働者

というこの関係はたしかに資本主義的階級分解の結果である資本主義的生産関

係の当面の姿であるが，この関係はなお流動的であって，相互閣の社会的対流が

はげしし、。資本主義的家内労働組織のもとでは，親方のもとで働く労働者は徒

弟・職人という中世的形態をとっ C容易に親方に上昇し，熟練を必要としない

部門では上昇はさらに容易である。わたしはささ干にリネ γ. ドレーパーのもと

で農村でかれのために働く仲介入である小農村雇傭者=農村製造業者が 18世

紀に製造業者に上昇したことを述べたが，ラドグリプはヲソカジャでの自分の

経験に照しながら， I勤勉で慎しみぷかい青年ならたれでも織布工としての稼

ぎから製造業者左して身巷たてるのに充分な貯えをつくることができた」と語

っているの そしてグラ月ゴウでは 1834年当時手織工親方から資力ある市の有

力者に上昇したものが 40~50 人あり， そのうち 2人はグラア、ゴウ市長であっ

たといわれる (Chapman，S. }.， The L側 cashireCotton Industry， 1904， pp. 24→ 5)。

マユーファグチュ7段階の資本主義的諸関係はまだまだかたまっているとはい

えない。


